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＊
　
＊
万
年
青
年
、
山
崎
一
穎
先
生
文
学
部
人
文
学
科
教
授
・
副
学
長
　
山
田
徹
雄
跡
見
学
園
の
『
一
三
〇
年
史
』
に
は
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。
「
昭
和
五
十
三
年
十
月
に
、
…
…
大
学
は
本
格
的
な
改
革
の
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
。」
「
そ
の
象
徴
的
な
出
来
事
が
、
若
き
山
崎
一
穎
学
長
の
選
任
で
あ
る
。」
「
昭
和
五
十
三
年
十
月
二
十
二
日
、
四
〇
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
、
全
国
一
若
い
学
長
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。」
（
典
拠
）
跡
見
学
園
一
三
〇
年
史
編
集
委
員
会
『
跡
見
学
園
―
―
一
三
〇
年
の
伝
統
と
創
造
』
平
成
十
七
年
、
二
〇
三
ペ
ー
ジ
山
崎
先
生
が
最
初
に
学
長
に
就
い
た
と
き
、
学
長
選
挙
が
行
な
わ
れ
た
時
点
で
は
、
三
九
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。
教
職
員
組
合
の
書
記
長
か
ら
の
転
進
で
あ
り
、
ワ
レ
サ
氏
（
自
主
管
理
労
組
「
連
帯
」
議
長→
大
統
領
）
同
様
に
、
労
組
か
ら
ト
ッ
プ
の
座
に
就
い
た
。
山
崎
先
生
が
、
学
長
に
就
任
な
さ
っ
た
直
後
（
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
）
に
跡
見
学
園
女
子
大
学
に
就
職
し
た
私
に
と
っ
て
、
山
崎
一
穎
先
生
は
常
に
「
跡
見
学
園
女
子
大
学
の
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
で
あ
り
、「
偉
大
な
学
長
」
で
あ
っ
た
。
教
育
者
と
し
て
の
先
生
は
学
生
に
何
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
山
崎
先
生
は
、
昭
和
五
十
五
年
の
入
学
式
訓
示
に
お
い
て
、
「
自
ら
考
え
、
判
断
し
、
行
動
で
き
る
自
立
し
た
人
間
を
創
る
練
成
の
場
が
〈
大
学
〉
な
の
で
す
。」
「
主
体
的
要
素
を
も
っ
て
学
ぶ
人
間
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。」
「
学
問
を
磨
き
人
生
を
語
り
合
う
仲
間
を
発
見
し
、
人
間
的
信
頼
の
下
で
生
き
る
新
し
い
生
活
原
理
を
獲
得
す
る
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。」
と
説
い
て
い
る
（
１
）
。
自
立
、
主
体
性
、
人
に
対
す
る
思
い
や
り
は
「
教
育
者
山
崎
」
が
、
常
に
学
生
に
求
め
て
い
た
原
理
で
あ
っ
た
。
昭
和
六
十
年
の
入
学
式
訓
示
で
は
、
こ
れ
を
も
っ
と
簡
潔
に
「
学
問
を
通
し
て
主
体
的
に
考
え
、
行
動
し
、
判
断
で
き
る
自
立
的
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
望
ん
で
お
り
ま
す
。」
そ
れ
に
加
え
て
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「
他
人
の
痛
み
が
わ
か
る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
希
望
し
ま
す
。」
と
語
っ
て
い
る
（
２
）
。
こ
の
自
立
と
い
う
思
考
原
理
は
、
大
学
経
営
に
お
い
て
も
貫
か
れ
て
い
た
。
昭
和
五
十
八
年
、
学
長
再
任
に
あ
た
っ
て
、
「
再
任
に
あ
た
っ
て
、〈
自
立
す
る
大
学
〉
を
目
標
に
掲
げ
た
。
人
間
が
成
長
す
る
如
く
、
大
学
も
生
き
て
成
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
こ
と
を
強
調
し
、
「
学
生
が
学
費
納
入
す
る
こ
と
の
意
味
は
、
大
学
へ
投
資
す
る
こ
と
で
あ
る
。
施
設
設
備
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
購
入
す
る
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
投
資
額
と
等
価
な
還
元
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
こ
と
を
教
職
員
に
訴
え
た
（
３
）
。
「
山
崎
改
革
」
の
原
点
は
、「
等
価
交
換
の
経
済
法
則
」
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
大
学
と
は
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
る
と
い
う
確
信
で
あ
っ
た
。
氏
は
、
文
学
者
に
は
稀
有
な
こ
と
に
現
実
社
会
の
認
識
に
お
い
て
も
傑
出
し
て
い
た
。
平
成
十
八
年
三
月
、
卒
業
生
を
送
る
に
あ
た
り
、
社
会
が
複
雑
か
つ
矛
盾
に
満
ち
て
い
る
こ
と
を
前
置
き
し
て
、
「
こ
の
よ
う
な
社
会
に
出
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
決
意
と
覚
悟
が
必
要
で
す
。
…
…
私
は
み
な
さ
ん
に
軈
毅
然
と
し
て
社
会
に
立
つ
軋
と
い
う
気
概
で
学
舎
を
去
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。」
「
毅
然
と
し
て
社
会
に
立
つ
た
め
に
は
、
革
新
的
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」
「（
人
生
と
い
う
）
物
語
を
豊
に
す
る
の
も
あ
な
た
。
貧
し
く
す
る
の
も
あ
な
た
。
要
は
毅
然
と
し
て
人
生
に
向
き
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。」
と
諭
し
た
（
４
）
。
学
生
、
教
職
員
に
多
く
の
影
響
力
を
も
っ
た
名
言
を
投
げ
か
け
て
き
た
山
崎
語
録
に
も
う
ひ
と
つ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
み
る
こ
と
が
出
来
る
名
言
を
加
え
た
い
。
「
人
生
と
い
う
道
に
夢
は
落
ち
て
い
な
い
。
夢
は
自
ら
が
創
り
出
す
も
の
で
あ
る
。
夢
見
る
少
女
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
夢
を
創
り
、
そ
の
実
現
に
向
か
っ
て
走
り
た
い
。
　
（
５
）
」
万
年
青
年
山
崎
一
穎
の
面
目
躍
如
で
あ
る
。
職
場
の
上
司
と
し
て
、
私
の
目
で
見
た
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
１
）
名
誉
、
地
位
、
世
評
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
自
分
が
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
を
引
き
受
け
る
。
昭
和
五
十
三
年
か
ら
平
成
元
年
に
学
長
職
を
務
め
た
後
、
平
成
二
年
か
ら
入
試
広
報
部
長
を
引
受
け
、
平
成
十
四
年
か
ら
平
成
十
八
年
ま
で
再
び
学
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長
職
を
経
験
し
た
後
に
、
中
学
校
高
等
学
校
校
長
職
に
就
い
た
。
世
間
の
常
識
で
は
、
降
格
と
も
思
え
る
人
事
で
あ
っ
て
も
、
自
身
が
必
要
と
さ
れ
れ
ば
そ
れ
を
引
き
受
け
る
。
（
２
）
学
内
に
お
け
る
行
政
職
を
務
め
な
が
ら
、
森
外
に
関
す
る
超
一
流
の
研
究
を
行
い
、
か
つ
、
日
本
近
代
文
学
会
常
任
理
事
、
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
理
事
、
森
外
記
念
館
常
任
理
事
等
の
学
会
活
動
・
社
会
活
動
を
積
極
的
に
こ
な
す
な
ど
、
先
生
の
活
動
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
森
外
は
二
足
の
わ
ら
じ
を
履
い
て
い
た
が
、
山
崎
先
生
は
三
足
、
四
足
も
わ
ら
じ
を
履
く
驚
異
的
な
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
持
ち
続
け
て
い
る
。
（
３
）
圧
巻
で
あ
っ
た
の
は
、
教
授
会
議
長
と
し
て
の
学
長
山
崎
先
生
で
あ
っ
た
。
教
授
会
に
お
い
て
、「
理
論
整
然
と
間
違
っ
た
発
言
」
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
諭
し
、
構
成
員
の
不
満
を
十
分
に
聴
取
し
た
上
で
決
断
を
下
す
。
説
得
は
似
非
論
理
で
あ
っ
て
も
、
理
屈
を
超
え
た
心
に
響
く
話
術
を
展
開
す
る
稀
に
見
る
能
力
を
お
持
ち
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
、
山
崎
先
生
に
対
す
る
信
頼
感
を
持
っ
て
い
た
た
め
に
、
多
少
強
引
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
も
、
こ
れ
を
認
め
た
の
で
あ
っ
た
。
な
に
よ
り
も
、
教
職
員
全
員
に
対
し
て
、
公
平
に
振
舞
っ
て
い
る
こ
と
、
思
い
や
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
頭
で
っ
か
ち
で
は
な
い
、
実
践
化
と
し
て
の
学
者
で
あ
り
、
か
つ
行
政
者
で
あ
っ
た
。
大
学
の
学
長
で
は
な
く
、
他
の
業
界
に
お
い
て
も
ト
ッ
プ
に
上
り
詰
め
る
人
材
で
あ
っ
た
。
ご
自
身
と
考
え
方
、
行
動
が
異
な
っ
た
者
で
も
、
そ
の
人
の
能
力
を
認
め
れ
ば
登
用
す
る
こ
こ
ろ
の
広
さ
を
お
持
ち
で
あ
る
。
「
う
る
さ
い
や
つ
は
悪
さ
を
し
な
い
よ
う
に
（
執
行
部
に
）
取
り
込
ん
で
し
ま
う
」（
山
崎
）
と
聞
か
さ
れ
た
と
き
、
素
直
に
笑
っ
て
い
た
私
は
、
は
た
と
気
付
い
た
。
私
も
「
悪
い
や
つ
」
で
あ
ろ
う
か
と
。
注（１
）「
入
学
式
訓
示
（
昭
和
五
十
五
年
四
月
三
日
）」『
跡
見
学
園
女
子
大
学
学
報
』
創
刊
号
（
昭
和
五
十
五
年
）
（
２
）「
入
学
生
に
贈
る
こ
と
ば
〈
第
二
十
一
回
入
学
式
訓
示
〉」『
跡
見
学
園
女
子
大
学
学
報
』
第
一
一
号
（
昭
和
六
十
年
）
（
３
）「
自
立
す
る
大
学
を
め
ざ
し
て
―
再
任
に
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針
―
」『
跡
見
学
園
女
子
大
学
学
報
』
第
六
号
（
昭
和
五
十
八
年
）
（
４
）「
―
卒
業
生
を
送
る
―
毅
然
と
し
て
社
会
に
立
つ
」『
跡
見
学
園
女
子
大
学
学
報
』
第
五
七
号
（
平
成
十
八
年
）
（
５
）「
山
崎
一
穎
の
名
言
・
格
言
」『
世
界
の
名
言
・
癒
し
の
言
葉
・
ジ
ョ
ー
ク
』、in
interrete
sub:
http://becom
-net.com
/w
ise/yam
azakikazuhide.shtm
l
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
二
十
四
日
）
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